
報告会 日高圏域

日時：令和3年11月13日（土） 10：00～11：30

場所：北海道看護協会（Web開催）

プログラム
10：00 開会挨拶 北海道看護協会 会長 上田 順子
10：05 出向支援事業について 訪問看護ステーション出向支援事業コーディネーター 清野 しのぶ
10：30 報告

浦河赤十字病院 看護部長 大澤 忠
外来係長 石井 隆弘

医療法人社団同行会 うらかわエマオ診療所訪問看護ステーション所長 野島 弘基
11：00 質疑応答・意見交換
11：30 閉会挨拶 日高支部支部長 西岡 せい子

参加者：26名

報告会が延期となり出向支援事業から１年以上を経過してのWebでの報告会であった。
出向元の大澤看護部長から、病院の状況、出向元の目標や出向者に期待すること、今後の課題について報告があった。
出向した石井係長から、目標（①退院支援と在宅療養の現状を知る②利用者の意思決定のための具体的支援について学ぶ③
看看連携の実際を学ぶ）に沿って体験したことや感じたことについて「地域の中にたくさんの資源や施設はあるが、その実
態や役割を理解できていない、病院の中にいると家で暮らしている人をイメージしにくい。今後機会を増やし、顔の見える
関係を構築することが重要」等の報告があった。
野島所長から、出向受入れ準備、実施後の評価と連携強化に向けた今後の課題のほか、実際に行っている特定行為に関する
報告があった。


